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日 曜 行事 

１ 日  

２ 月 全校朝会 酉の市に伴う集団下校 

３ 火 文化の日 

４ 水 応援集会 避難訓練 ５時間授業（３～６年）  

５ 木 
５時間授業（１～４年） 眼科検診 

前日準備（６時間目 ５・６年） 

６ 金 
スポーツフェスティバル児童参観日 

５時間授業 

７ 土 
土曜学校公開日  

スポーツフェスティバル保護者参観日 

８ 日  

９ 月 全校朝会（放送）４時間授業 就学時検診 

10 火 
５時間授業 個人面談①  

スポーツフェスティバル予備日 

11 水 自転車講習（３・４校時 ３年） 

12 木 
５時間授業 個人面談② 

ブラインドサッカー特別授業（高学年） 

13 金 クラブ 

14 土  

15 日  

16 月 
全校朝会（放送） ５時間授業 

個人面談③ ラン RUN フェスティバル練習始 

17 火 ５時間授業 個人面談④ 

18 水 ５時間授業 個人面談⑤ 

19 木 
移動教室（６年：～２０日） 空き缶回収日 

ブラインドサッカー特別授業（４年） 

20 金  

21 土  

22 日  

23 月 勤労感謝の日   

24 火 全校朝会（放送）５時間授業 個人面談⑥ 

25 水 研究授業（５年） 

26 木 児童集会 酉の市に伴う集団下校 

27 金 委員会 あいさつ当番(計画代表委員会) 

28 土  

29 日  

30 月 全校朝会（放送） ブラス練習開始 

【１０月・１１月の引き落としについて】 

 ５日（木）が１０月分の再引き落とし日です。また、１８日（水）は１１月分の初回引き
落とし日です。残高の確認をお願いいたします。 

ランＲＵＮフェスティバルに向けて 

 「日頃の練習の成果を発揮する場を設け、目的をもって体力作りに努める。」「互いの走力を認め

合いながら、最後まで走り切る楽しさを味わう。」というねらいのもと、本校では毎年ランＲＵＮフ

ェスティバルを行っております。今年度は新型コロナウイルス感染症対策を行った上で、１２月５

日（土）に実施します。 

 ランＲＵＮフェスティバルに向けての取組として、１１月１６日（月）から中休みの持久走の練

習を学年ごとに分けて行います。自分の目標達成にむけて、無理なく取り組めるよう励まして参り

ます。毎日、健康観察カードの記入と提出、ご家庭での体調管理等ご協力よろしくお願いします。 



教育目標 明るくたくましい子 深く考え最後までやりとげる子 思いやりのある心の豊かな子 

 

１１５年の歴史 
～ 一人一人を大切にしながら、みんなで歩む千束を愛す ～ 

                               校長 瀧島 和則 
１０月２４日（土）真っ青な空が広がる秋晴れの中、千束小学校１１５周年記念式典を開催い

たしました。３密を避けるため、２２５名が校庭全体に広がります。久しぶりに全校が集う姿は

圧巻であり、千束小学校の誕生日を祝う気持ちがあふれた、温かく、柔らかな式典となりました。

第２８代校長として、この伝統を受け継ぎながら、子供たちの教育の推進に努めるよう一層努力

いたします。 

千束の素晴らしさ  

千束の素晴らしさはたくさんあります。その中でも、私がよく心に思うことは、「明るく素直

で、伸びしろのある子供たち」と「学校・地域が一体となって子供を育てる風土」ということで

す。個に寄り添い、励ましながら、全員でやる時はみんなで頑張ろうとする姿。そんな姿を昔も

今も千束ではとても大切にしています。 

みんなができるようにするためには、「成長を待つ」ことも時には必要です。人は一人一人違

います。だからこそ、子供のつぶやきに耳を傾け、納得解を導き出すことが重要になります。そ

のスピードはもちろんみんな異なります。だからこそ、「待つときには、待つ」ことを念頭に置

いて、千束の素晴らしさを繋いでいきたいと考えています。 

未来社会を見つめて 

 情報通信技術（ＩＣＴ）の活用による「個別最適化された学び」が取り入れられようとしてい

ます。便利になり、情報把握が格段に容易になることでしょう。アウトプットの方法も視覚性を

意識し、より伝わりやすくなることでしょう。しかし、そればかりに頼ることは危険です。台東

区にも一人一台のタブレットが貸与されます。得意な子もいれば不得意な子もいます。時には、

「待つときには、待つ」ことを大切にし、全員で進んでいくことも、決して忘れてはなりません。 

 私が子供のころは、一家に一台の黒電話しかありませんでした。親戚から電話が来ると、家族

全員がその情報を共有していました。異性の友達からの電話も、家族で共有されてしまうことが

多かったです。当時が懐かしいのは、私だけでしょうか。 

学校教育においては、良くも悪くも「みんなで」の視点を外すことはできません。「待ち」を

意識し、全員でそろうことも大切にした教育を進めてまいります。 

引き継ぐ・繋ぐ 

１１５周年記念式典では、全校で「台東区民憲章」を音読しました。 

   たからものをうけつぎ  こころゆたかなまちにします 

   おもてなしのえがおで  にぎやかなまちにします 

   おもいやりささえあい  あたたかなまちにします 

   みどりをいつくしみ   さわやかなまちにします 

   いきがいをはぐくんで  すこやかなまちにします 

台東区民憲章の「まち」を「千束小学校」に読み替え、心豊かで、にぎやかで、温かく、さ

わやかで、すこやかな学校づくりを進めてまいります。 
 
 

 令和２年１０月３０日 １１月号 

 

台東区立千束小学校 

校長  瀧島 和則 

℡３８７６－３７１７ 

【東京都公立学校美術展覧会・台東区小中学校連合作品展について】 

 例年２月中旬に行っている連合作品展（都展および区展）は、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、本年度は中止となりました。 

 
↑千束小 HP 

せんぞく 


